「特定秘密の指定及びその解除並びに適性評価の実施に関し統一的な運用を
図るための基準（仮称）（案）」への意見
　＜氏名＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　＜住所＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　＜連絡先（電話番号、メールアドレス等）＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
  ＜意見＞　
　特定秘密保護法の施行に反対です。
　7月26日、自由権規約委員会より日本政府に対して「ただちに特定秘密保護法を抜本的に見直すべき」という勧告が出されました。この勧告にきちんと耳を傾け、まずは特定秘密保護法そのものを抜本的に見直すべきです。
　この運用喜寿（案）では、秘密指定の範囲や期間、解除の問題、適正評価の問題　公益通報を含む第三者機関でのチェックの問題などが書かれています。しかし、昨年の国会審議でも問題になったこの法律がもつ根本的問題は、何ら解消されていません。
施行を延期し、法律自体を見直すことを求めます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　↑　ご参考までに意見（パブコメ）提出の一つのパターンを示しました。余白に御自身のご意見を加えてこのままご利用頂くこともできます。異なる項目の意見を何通も出すこともできます。
　＜意見提出は下のいずれかの方法で。締め切りは8月24日＞
(1) 　電子政府の総合窓口（e-Gov）の意見提出フォーム
(2) 　電子メール　　unyoukijyun1407@cas.go.jp
(3) 　郵送　〒100-8968 東京都千代田区永田町１－６－１
　　　　　　内閣官房特定秘密保護法施行準備室「意見募集」係　宛
(4) ＦＡＸ　　０３‐３５９２‐２３０７
　　　　　　内閣官房特定秘密保護法施行準備室「意見募集」係　宛
